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【松阪の偉人たち その 1】 

8 月 9 日(水)から 13 日(日)にかけて、松阪ゆかりの著名な人物を紹介する「第 9 回 松阪の偉人

たち展」が文化財センター第 1・2・3ギャラリーで開催されます。この展示では、松阪の偉人 8人に

ついて紹介されます。今回と次回は、それぞれの 4人の偉人クイズを交えて簡単に紹介します。左の

「松阪の偉人たち」㋐～㋓と右の内容Ⓐ～Ⓓを★で結んでみよう。答えは、右下にあるよ！ 

【文化財センターの紹介 4、宝塚古墳の発掘調査その 2】 

発掘調査の成果は、全国に類例のない威
い

厳
げん

を示すさまざまな飾りをもつ船形埴輪が見つかっただけ

でなく、まつりの場とされる造り出しの両端からは、全国的にも珍しい囲
かこい

形
がた

埴輪が出土し、その意味

合いが当時の「王の水のまつり」をあらわすものか、と注目されました。  

他にも県内初というような貴重な埴輪もあり、現在のところ、宝塚１号墳の発掘調査は、三重県内

の古墳調査では、現在最多種、最多量の埴輪が出土したことにな

っています。調査成果について、松阪市では全国から著
ち ょ

名
め い

な学者

をお招
ま ね

きし、シンポジウムを開き市民の皆さんの前で、宝塚古墳

やその出土品の大切さや歴史的な意義を検討し、評価しました。

現在では、大学や博物館などの専門機関で学術的な資料として利

用されています。 

文化財センタ―  はにわ館＆ギャラリー催し物予定

【はにわ館】 入館料 110円 (18歳以下無料) 開館時間は9：00～17：00 入館は 16：30まで 

第１展示室  常設展  「宝塚古墳の謎」 文化財センターの情報はこちら ⇒ 

中学生ボランティアガイド 8/5（土）・8/6(日)・8/11(金・祝) 10 時半～12 時 、13 時半～15 時 

※ボランティアガイド開催時間帯は入館無料

第２展示室 夏季企画展「草山遺跡～あるムラの記録～」  9/3(日)まで 

           

第 1G 色々展 2023  8/4(金)～8/6(日)  9 時半～17 時 ※最終日は 16 時まで

第１～３G  第 9 回 松阪の偉人たち展  8/9(水)～8/13(日)  9 時半～16 時半 

第１・２G 第 79 回松阪美術協会展 8/22(火)～8/27(日)  9 時～17 時 ※最終日は 16 時まで

第３G ワークショップ『勾玉づくり』スタンダードコース 8/25(金)

①10 時～11 時半 ②13 時～14 時半 300 円/個  ※要予約

第３G ワークショップ『勾玉づくり』チャレンジコース 8/27(日)

①10 時～12 時  ②13 時半～15 時半  500 円/個  ※要予約 

 ワークショップの募集期間は、8/8(火)～8/18(金)9 時～17 時 電話(26-7330)又は文化財センターに直接申込 

  < 8 月の休館日   7 日（月） 14 日（月） 21 日（月） 28 日（月） > 
【発行】松阪市文化財センター 
【☎】0598-26-7330  【HP】https://  www.city.matsusaka.mie.jp/site/bunkazai-center/ 

答え ㋐・Ⓓ ㋑・Ⓐ  ㋒・Ⓑ  ㋓・Ⓒ 

「草山遺跡～あるムラの記録～」 

は、9 月 3日(日)まで 

開催しているよ！ 

No.341令和 5（2023)年 8月号 

【ギャラリー】 入場無料 
 

 

 

 

文政
ぶんせい

元(1818)年に伊勢街道沿いの現在の松阪市小野江町で生

まれた。幕末の探検家で、28 歳から 41 歳にかけて 6 回にわ

たって、蝦夷地
え ぞ ち

、樺
から

太
ふと

、千
ち

島
しま

列島の探検を行い、アイヌの人々

に案内してもらいながら道なき道を歩いた。6回の探査の記録

は 151冊にまとめられるとともに、9,800にものぼるアイヌ語

地名を収めた蝦夷地地図の出版も行った。 

嘉
か
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え い

2 (1849)年、殿町で生まれた。実業家で、晩年
ば ん ね ん

には病院の

建設、桜の植樹
しょくじゅ

などを行った。現在の公益財団法人原田積善会
せ き ぜ ん か い

を設立した。生家は市指定有形文化財に指定され、平成

24(2012)年からは一般公開が始まった。 

明治 32(1899)年、現在の松阪市嬉野井之上町で生まれた。農

業の近代化、戦後の農業経済の立て直しなど、農政学者として

功績を残した。戦後すぐの吉田茂内閣では、農林大臣にと首相

自ら声をかけたというエピソードもある。昭和 45(1970)年に

は、文化功労
こうろう

者に選ばれ、昭和 55(1980)年には文化勲章
くんしょう

を受

章した。 

弘
こ う

化
か

元(1844)年、現在の松阪市飯高町宮本で生まれた。伊勢茶

の基礎
き そ

を創った実業家。19歳で横浜の茶
ち ゃ

商
しょう

に奉公
ほ う こ う

した後、海

外との取引責任者となった。明治 5(1872)年には、お茶の品質

改良のため、製茶改良
かいりょう

会社を設立した。また、明治 29(1896)

年に、大雨のたびに橋が落ち、不自由な思いをしている故郷の

人々のために、経費の大部分を出資し、橋の建設をした。 
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この流れの中で、その調査機関である文化財センターが注目さ

れる機会にもなりました。 宝塚１号墳 囲形埴輪 

原
はら

田
だ

二
じ

郎
ろう

㋒ 

松浦
まつうら

 武
たけ

四
し

郎
ろう

 

㋓ 

東畑
とうばた

 精一
せいいち

 

★ 

※最終日は 15時まで




